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◆笛田でございます。

◆本日は、お忙しい中、当社の2020年度第3四半期決算説明会に

ご出席いただきまして、ありがとうございます。

◆はじめに、2020年度第3四半期の決算状況、

続いて、通期の業績予想をご説明させていただきます。

◆それでは、2020年度第3四半期の決算状況について

ご説明いたします。

スクリプト



（億円）

1-1) 2020年度第3四半期 決算状況 連結決算概要

1

19年度
第3四半期実績

20年度
第3四半期実績

増減

売上収益 10,581 100.0% 9,236 100.0% △1,344 △12.7%

営業利益 399 3.8% 338 3.7% △60 △15.2%

税引前利益 409 3.9% 333 3.6% △76 △18.6%

当期利益* 175 1.7% 124 1.3% △51 △29.1％

為替レート
USﾄﾞﾙ 109円 106円 △3円

ﾕｰﾛ 121円 122円 ＋1円

売上収益

営業利益

*親会社の所有者に帰属する当期利益

1株当たり四半期利益 94円25銭 66円73銭 △27円52銭

■主に第１四半期でのコロナ影響に伴う減収の一方、
下期以降グローバルでの需要回復により減収額は縮小

■グローバルでの需要回復に加え諸経費効率化等の
収益確保策により10-12月累計では前年同期比で増益



◆売上収益は、前期比1,344億円減少の9,236億円。

◆営業利益は、前期比60億円減少の338億円となりました。

◆税引前利益は、前期比76億円減少の333億円。

◆親会社の所有者に帰属する当期利益は、

前期比 51億円減少の124億円となりました。

◆為替レートは、1ドル106円、1ユーロ122円でございます。

なお、前年同期からの為替影響につきましては、

売上収益でマイナス136億円、営業利益はマイナス4億円減少する

方向に効いております。

スクリプト



2

連結全体 セグメント別

1-2) 2020年度第3四半期 決算状況 地域別シート生産台数

（万台）

日 本 北中南米
アジア・
オセアニア

欧州・
アフリカ

（万台）

584

△76
△13.1%

△37
△14.8%

△19
△19.7%

△8
△4.6%

△13
△20.8%

248

94
62

508

76

172

49

増減台数
増減率

19年度 20年度
第3四半期 第3四半期

20年度
第3四半期

19年度
第3四半期

211 180



スクリプト

◆続きまして、私どもの主力製品であるシート生産台数ですが、

連結全体では、前期比マイナス76万台の508万台となりました。

◆地域別は、ご覧の通りとなっておりますが、

詳細は、地域別のページにてご説明いたします。



1-3) 2020年度第3四半期 決算状況 連結 売上収益・営業利益

3

諸経費の効率化や合理化などの収益確保策を実施し、

ラージ

ミディアム

SUV・MPV

コンパクト

（千台）

19年度3Q 20年度3Q 増減

売上収益 10,581 9,236 △  1,344

営業利益 399 338 △  60

営業利益率 3.8% 3.7% -

（億円）

台数・車種構成の変化

当期の経営成績

営業利益の増減解析（前期比）
増減台数
＜増減率＞

(構成率)

20年度
第3四半期

19年度
第3四半期

19年度
第3四半期

操業度 構成差 合理化
吸収

諸経費 為替 その他 20年度
第3四半期

コロナ
影響

20年度
第3四半期
(コロナ除き)

5,843

2,829

(48.4%)

513(8.8%)

234(4.0%)

2,266

(38.8%)

5,078

1,973

(38.8%)

△764

＜△13.1%＞

+22

＜+9.4%＞

2,477

(48.8%)

372(7.3%)

256(5.0%)

△141

＜△27.5%＞

△293

＜△12.9%＞

△352

＜△12.4%＞
労務費+37
経費+86
償却費△19

製品価格変動△120
昇給△19
合理化+156

円換算差△1
域内換算+20

連結調整他△3
欧州資金流出事案+33

（億円）

主に第１四半期でのコロナ影響により減益ではあるものの、諸経費の効率化や
合理化などの収益確保策を実施しコロナ除きでは増益

コロナ影響(△83万台)



スクリプト

◆次に、連結の売上収益・営業利益についてご説明いたします。

◆台数ですが、前期比マイナス76万台の508万台となりました。

◆売上収益は、前期比1,344億円減少の9,236億円。

◆営業利益は、

主に第１四半期でのコロナ影響による減益はあるものの、

諸経費の効率化や合理化などの収益確保策を実施し、

新型コロナウイルスの影響による減益要因を除いて増益、

当影響を織り込んでも、338億円の営業黒字を確保いたしました。

◆なお、新型コロナウィルスによる減益影響は

マイナス243億円でございますが、主な内容は、

減産影響や雇用維持による労務費負担などでございます。



1-3) 2020年度第3四半期 決算状況 日本 売上収益・営業利益

4

働き方の見直しによる労働時間短縮・経費低減などの諸経費の効率化により

19年度3Q 20年度3Q 増減

売上収益 5,826 5,113 △713

営業利益 122 42 △79

営業利益率 2.1% 0.8% -

（億円）

台数・車種構成の変化

当期の経営成績

営業利益の増減解析（前期比）

19年度
第3四半期

操業度 構成差 合理化
吸収

諸経費 為替 その他 20年度
第3四半期

コロナ
影響

20年度
第3四半期
(コロナ除き)

20年度
第3四半期

19年度
第3四半期

（千台）

11

(3.6%)152(6.1%)

2,475

1,408

(56.9%)

318(12.9%)

598

(24.1%)

2,109

542

(25.7%)

△366

＜△14.8%＞

△4

＜△3.0%＞

1,234

(58.5%)

186(8.8%)

147(7.0%)

△133

＜△41.7%＞

△55

＜△9.3%＞

△174

＜△12.3%＞

労務費 +22
経費 +57
減価償却費 △11

連結調整△21

ラージ

ミディアム

SUV・MPV

コンパクト

製品価格変動△39
昇給△4
合理化+59

主に第１四半期でのコロナ影響により減益ではあるものの、働き方の見直しによる
労働時間短縮・経費低減などの諸経費の効率化によりコロナ除きでは増益

（億円）

コロナ影響(△29万台)



スクリプト

◆次に、日本ですが、

◆台数は、前期比マイナス37万台の211万台となりました。

◆売上収益は、前期比713億円減少の5,113億円。

◆営業利益は、

主に第１四半期でのコロナ影響による減益はありますが、

ITツールの活用･テレワーク拡充など働き方の見直しによる労働時間

の短縮や経費低減などの諸経費の効率化によりコロナ影響除きでは

増益となりました。



1-3) 2020年度第3四半期 決算状況 北中南米 売上収益・営業利益

5

北米での新製品効果や諸経費の効率化などによりコロナ除きでは黒字化、

20年度
第2四半期

19年度
第2四半期

SUV・MPV

コンパクト

（億円）

（千台）

19年度3Q 20年度3Q 増減

売上収益 2,104 1,742 △362

営業利益 △4 △2 1

営業利益率 △0.2% △0.2% -

（億円）

台数・車種構成の変化

当期の経営成績

営業利益の増減解析（前期比）

19年度
第3四半期

操業度 構成差 合理化
吸収

諸経費 為替 その他 20年度
第3四半期

コロナ
影響

20年度
第3四半期
(コロナ除き)

製品価格変動 △11
昇給 △2
合理化 +24

労務費 +12
経費 +11
減価償却費 △5

円換算差＋1
域内為替+5

945

221

(23.4%)

724

(76.6%)

759

145

(19.2%)

△186

＜△19.7%＞

613

(80.8%)

△111

＜△15.3%＞

△75

＜△34.2%＞

北米での新製品効果や諸経費の効率化などにより、コロナ除きでは着実に収益回復

コロナ影響(△22万台)



スクリプト

◆次に、北中南米ですが、

◆台数は、前期比マイナス19万台の76万台となりました。

◆売上収益は、前期比362億円減少の1,742億円。

◆営業利益は、

昨年モデルチェンジした北米での新製品効果に加え、

諸経費の効率化などにより、

新型コロナウィルスによる減益影響を除いて黒字化、

当影響を含めても、増益となりました。



1-3) 2020年度第3四半期 決算状況 ｱｼﾞｱ・ｵｾｱﾆｱ 売上収益・営業利益

6

（億円）

（千台）

19年度3Q 20年度3Q 増減

売上収益 2,695 2,387 △308

営業利益 281 271 △9

営業利益率 10.4% 11.4% -

（億円）

台数・車種構成の変化

当期の経営成績

営業利益の増減解析（前期比）

20年度
第3四半期

19年度
第3四半期

19年度
第3四半期

操業度 構成差 合理化
吸収

諸経費 為替 その他 20年度
第3四半期

コロナ
影響

20年度
第3四半期
(コロナ除き)

ラージ

ミディアム

SUV・MPV

コンパクト

1,805

164(9.1%)

70(3.9%)

596

(33.0%)

974

(54.0%)

1,721

911

(52.9%)

△84

＜△4.6%＞

+30

＜+43.3%＞

544

(31.6%)

165(9.6%)

101(5.9%)

△64

＜△6.5%＞

+1

＜+0.4%＞

△51

＜△8.6%＞

労務費 +2
経費 +14
減価償却費 △1

連結調整＋1

製品価格変動 △60
昇給 △7
合理化 ＋68

アセアン各国でのコロナ影響により減益ではあるものの、中国での新製品効果や
諸経費の効率化などによりコロナ除きでは増益

コロナ影響(△18万台)



スクリプト

◆次に、アジア・オセアニアですが、

◆台数は、中国での増産はあったものの、

アセアン各国やインドでの減産により、

前期比マイナス8万台の172万台となりました。

◆売上収益は、前期比308億円減少の2,387億円。

◆営業利益は、

アセアン各国でのコロナ影響により減益ではあるものの

中国での新製品効果や、諸経費の効率化などにより、

新型コロナウィルスによる減益影響を除いては増益となりました。



1-3) 2020年度第3四半期 決算状況 欧州・ｱﾌﾘｶ 売上収益・営業利益

7

20年度
第3四半期

19年度
第3四半期

（億円）

（千台）

19年度3Q 20年度3Q 増減

売上収益 661 570 △ 90

営業利益 0.7 27 26

営業利益率 0.1% 4.8% -

（億円）

台数・車種構成の変化

当期の経営成績

営業利益の増減解析（前期比）

ラージ

ミディアム

SUV・MPV

コンパクト

19年度
第3四半期

操業度 構成差 合理化
吸収

諸経費 為替 その他 20年度
第3四半期

コロナ
影響

20年度
第3四半期
(コロナ除き)

618

30(4.9%)

12(2.0%)

102(16.6%)

473

(76.6%)

490

375

(76.5%)

△128

＜△20.8％＞

△4

＜△31.8%＞

86(17.5%)

21(4.3%)

8(1.7%)

△9

＜△30.0%＞

△99

＜△20.8%＞

△17

＜△16.3%＞

連結調整他 +6

域内為替+15

製品価格変動 △8
昇給 △6
合理化 +3

労務費 +2
経費 +4
償却費 △10.7

33
欧州
事案
除く

主に第１四半期でのコロナ影響により減益ではあるものの、諸経費の効率化や
為替影響などによりコロナ除きでは増益

コロナ影響(△15万台)



スクリプト

◆次に、欧州・アフリカですが、

◆台数は、

前年比マイナス13万台の49万台となりました。

◆売上収益は、前期比90億円減少の570億円。

◆営業利益は、

主に第１四半期での新型コロナウィルスによる減産影響等により減益

となりましたが、諸経費の効率化や為替影響などにより当影響を除いて

は増益となりました。
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スクリプト

◆続きまして、2020年度 通期業績予想についてご説明いたします。



2-1) 2020年度通期 業績予想 連結決算概要

8

（億円）

19年度
通期実績

20年度
通期予想

増減

売上収益 13,726 100.0% 12,800 100.0% △926 △6.7%

営業利益 477 3.5% 47470 3.7% △7 △1.6%

税引前利益 480 3.5% 460 3.6% △20 △4.3%

当期利益* 247 1.8% 210 1.6% △37 △15.3%

為替レート
USﾄﾞﾙ 109円 105円 △4円

ﾕｰﾛ 121円 123円 ＋2円

売上収益

営業利益

*親会社の所有者に帰属する当期利益

1株当たり当期利益 132円88銭 112円40銭 △20円48銭

20年度通期予想
(2Q公表)

12,400 100.0%

360 2.9%

350 2.8%

140 1.1%

74円93銭

106円

121円

■下期は需要回復や全社を挙げた合理化、諸経費の効率化などにより
増益となる見込みであり、通期では、ほぼ前期並みの利益を確保

■主に第１四半期でのコロナ影響に伴う減産影響により減収では
あるものの、下期以降グローバルでの需要回復により減収額は縮小



スクリプト

◆売上収益は、前期比926億円減少の

１兆2,800億円と予想しております。

◆営業利益は、前期比7億円減少の470億円。

◆税引前利益は、前期比20億円減少の460億円。

◆親会社の所有者に帰属する当期利益は、

前期比37億円減少の210億円をそれぞれ予想しております。

◆なお、直近の業績動向と、今後の台数予想等を勘案し、

前回公表より修正しておりますが、詳細は後ほどご説明いたします。

◆為替レートは、1ドル105円、1ユーロ123円を前提としております。



2-2) 2020年度通期 業績予想 前提条件について

9

生産台数
トヨタ・レクサスブランド 830万台
※第２四半期時点 820万台

新型コロナウイルス・半導体不足による

リスク等を織り込み
リスク

USドル：100円

ユーロ ：125円
為替レート

(1-3月)



スクリプト

◆なお、2020年度の業績予想の前提条件につきましては

ご覧の通りとなっております。

生産台数は トヨタ・レクサスブランドの合計で830万台、

リスクとして、新型コロナウイルスの影響および半導体不足による影響を

織り込んでおります。

1~3月の為替レートは、1ドル100円、1ユーロ125円でございます。



2-3) 2020年度通期 業績予想 地域別シート生産台数

10

19年度 20年度

327

122

223

82

△34
△10.5%

日 本 北中南米
アジア・
オセアニア

欧州・
アフリカ

706

△47
△6.3%

＋8
＋3.8%

753

293

110

231

72

連結全体 セグメント別

増減台数
増減率

20年度19年度

（万台） （万台）

△12
△9.8% △10

△11.8%

実績 予想



スクリプト

◆次に、シート生産台数ですが、

連結全体では、前期比マイナス47万台の706万台と

予想しております。

◆地域別は、ご覧の通りとなっておりますが、

詳細は、地域別のページにてご説明いたします。



2-4) 2020年度通期 業績予想 連結 売上収益・営業利益

11

20年度
予想

19年度
実績

（億円）

（千台）

19年度実績 20年度予想 増減

売上収益 13,726 12,800 △926

営業利益 477 470 △7

営業利益率 3.5% 3.7% -

（億円）

台数・車種構成の変化

当期の経営成績

営業利益の増減解析（前期比）

7,061
7,534

2,714

(38.4%)

△473

＜△6.3%＞

+55

＜+18.4%＞

ラージ

ミディアム

SUV・MPV

コンパクト

505(7.2%)

3,491

(49.4%)

351(5.0%)

△188

＜△5.1%＞

△188

＜△6.5%＞

△151

＜△23.0%＞
656(8.7%)

3,679

(48.8%)

296(3.9%)

2,902

(38.5%)

19年度 操業度 合理化
吸収

為替 20年度
見通し

20年度
見通し

(コロナ除き)

構成差 諸経費 その他 コロナ
影響

製品価格変動 △170
昇給 △30
合理化 +223

労務費 +59
経費 +90
減価償却費 △28

主に第１四半期でのコロナ影響による減益はあるものの、減産状況下での
全社を挙げた合理化や諸経費の効率化などにより、ほぼ前年並みとなる見込み

コロナ影響(△84万台)



スクリプト

◆次に、連結の売上収益・営業利益についてご説明いたします。

◆台数・車種構成の変化ですが、

ラージを除く全セグメントでの減産を見込んでおり、

前期比マイナス47万台の706万台となる見通しです。

◆売上収益は、前期比926億円減少の1兆2,800億円。

◆営業利益は、

新型コロナウィルスによる減産状況下での、全社を挙げた合理化や

諸経費の効率化などにより、ほぼ前年並みの470億円となる

見込みですが、新型コロナウイルスによる減益影響を除けば、690億円と

想定しており、収益力は着実に向上しているものと考えております。
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3Q
公表時

2Q
公表時

（億円）

（千台）

2Q公表時 3Q公表時 増減

売上収益 12,400 12,800 400

営業利益 360 470 110

営業利益率 2.9% 3.7% -

（億円）

台数・車種構成の変化

当期の経営成績

営業利益の増減解析

+124

＜+1.8%＞

+3

＜+1.0%＞

+21

＜+4.4%＞

+11

＜+0.4%＞

+88

＜+2.6%＞

2Q
公表時

3Q
公表時

差異 内 容

19年度
実績

477 477 -

操業度 △224 △170 +54 ・増産影響

構成差 △114 △75 +39
・効率的な増産対応
・SUV比率増加 他

合理化吸収 74 79 +5

諸経費 104 121 +17 ・更なる効率化

為替 11 15 +4

その他 32 23 △9

20年度
予想

360 470 110

6,937

2,703

(39.0%)

3,403

(49.1%)

484(7.0%)

347(5.0%)

2,714

(38.4%)

505(7.2%)

351(5.0%) ラージ

ミディアム

SUV・MPV

コンパクト

7,061

3,491

(49.4%)

日本及びアジア・オセアニア地域での需要回復や、合理化・諸経費の効率化
など更なる収益向上策を織り込み、通期業績予想を上方修正



スクリプト

◆次に、第2四半期に公表いたしました、営業利益見通し360億円と、

今回の見通し470億円の差異についてご説明させていただきます。

◆特に日本やアセアンにおける需要が、第２四半期時点の想定より

回復していることに加え、このような急激な需要変動に対する

効率的な増産対応、あるいは、SUV比率の増加等により

増益に寄与するものと見込んでいます。

◆また、減産状況下で生まれたリソーセスや時間を、

人材育成を含めた生産現場での改善活動に充当し、

集中的に活動を進めたことによる生産性向上、

働き方の見直しによる労働時間短縮・経費低減など、

諸経費の効率化などの収益確保策を更に進めることで、

増益に寄与するものと見込んでおります。
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2020年度

上期 下期 通期

日本 3,042 4,058 7,100

北中南米 989 1,511 2,500

アジア・オセアニア 1,449 1,751 3,200

欧州・アフリカ 319 481 800

（億円）

2020年度

上期 下期 通期

日本 △68 △2.3% 138 3.4% 70 1.0%

北中南米 △28 △2.9% 63 4.2% 35 1.4%

アジア・オセアニア 138 9.6% 182 10.4% 320 10.0%

欧州・アフリカ △5 △1.7% 50 10.5% 45 5.6%

（億円）

連結全体 5,454 7,346 12,800

連結全体 36 0.7% 434 5.9% 470 3.7%

売上収益

営業利益



スクリプト

◆なお、上・下別の売上収益・営業利益につきましては

ご覧いただいた通りです。
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19年度実績 20年度予想 増減

売上収益 7,683 7,100 △583

営業利益 102 70 △32

営業利益率 1.3% 1.0% -

（億円）当期の経営成績

台数・車種構成の変化

ラージ

ミディアム

20年度
予想

19年度
実績

（千台）3,268

2,926

△342

＜△10.5%＞

265(9.1%)

1,710

(58.4%)

204(7.0%)

747

(25.5%)

SUV・MPV

コンパクト

19年度実績 20年度予想 増減

売上収益 2,729 2,500 △229

営業利益 8 35 26

営業利益率 0.3% 1.4% -

（億円）

20年度
予想

19年度
実績

日本

当期の経営成績

北中南米

（千台）

1,218
1,099

213

(19.3%)

SUV・MPV

コンパクト

887

(80.7%)

台数・車種構成の変化

417(12.8%)

1,851

(56.6%)

199(6.1%)

801

(24.5%) △54

＜△6.7%＞

△153

＜△36.6%＞

△141

＜△7.6%＞

+5

＜+2.6%＞

933

(76.6%)

285

(23.4%)

△119

＜△9.8%＞

△73

＜△25.5%＞

△46

＜△4.9%＞

合理化や諸経費の効率化などによる増益要因
はあるが、コロナ影響により減益の見込み

コロナ影響による減産影響はあるが、諸経費の
効率化やモデルチェンジに伴う一時的な不効率
の解消などにより増益の見込み



スクリプト

◆次に、地域別の業績予想をご説明いたします。まず、日本ですが、

台数は、前期比マイナス34万台の、293万台となる見通しです。

◆売上収益は、前期比583億円減少の7,100億円。

◆営業利益は、

合理化や諸経費の効率化などによる増益要因はあるものの、

新型コロナウィルスによる減産影響などにより、

前期比32億円減少の70億円となる見込みです。

◆次に、北中南米ですが、

台数は、前期比マイナス12万台の110万台となる見通しです。

◆売上収益は、前期比229億円減少の2,500億円。

◆営業利益は、新型コロナウィルスによる減産影響はありますが、

諸経費の効率化やモデルチェンジに伴う一時的な不効率の解消などにより、

前期比26億円増加の、35億円となる見込みです。
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（億円）当期の経営成績

台数・車種構成の変化

（億円）

アジア・オセアニア

当期の経営成績

欧州・アフリカ

（千台）

2,311
+85

＜+3.8%＞

1,198

(51.9%)

SUV・MPV

134(5.8%)

766

(33.2%)

212(9.2%)

+16

＜+1.4%＞

+13

＜+6.6%＞

+3

＜+0.4%＞

+53

＜+64.6%＞ 20年度
予想

19年度
実績

コンパクト

ラージ

ミディアム

19年度実績 20年度予想 増減

売上収益 3,338 3,200 △138

営業利益 336 320 △16

営業利益率 10.1% 10.0% -

20年度
予想

19年度
実績

（千台）
821

725

556

(76.7%)

SUV・MPV

コンパクト

ラージ

ミディアム28(3.9%)

128

(17.7%)
12(1.7%)

19年度実績 20年度予想 増減

売上収益 883 800 △83

営業利益 30 45 14

営業利益率 3.4% 5.6% -

台数・車種構成の変化

2,226

199(8.9%)

1,182

(53.1%)

764

(34.3%)

82(3.7%)

39(4.8%)

634

(77.2%)

132

(16.1%)

16(1.9%)

△97

＜△11.8%＞

△78

＜△12.3%＞

△11

＜△28.2%＞
△4

＜△3.3%＞

△3

＜△21.2%＞

中国での増産影響はあるが、アセアン各国
でのコロナ影響などにより減益の見込み

コロナ影響による減産影響はあるが、
諸経費の効率化や、前期に一過性の
損失があったことなどから、増益の見込み



スクリプト

◆次に、アジア・オセアニアですが、

◆台数は、主にアセアン各国での減産はあるものの、中国での増産により

前期比9万台増産の231万台となる見通しです。

◆売上収益は、前期比138億円減少の、3,200億円。

◆営業利益は、中国での増産影響はあるものの、

アセアン各国での新型コロナウィルスによる減産影響などにより

前期比16億円減少の、320億円となる見込みです。

◆次に、欧州・アフリカですが、

◆台数は、前期比マイナス10万台の72万台となる見通しです。

◆売上収益は、前期比83億円減少の800億円。

◆営業利益は、新型コロナウィルスによる減産影響はあるものの、

前期に一過性の損失があったことなどから、

前期比14億円増益の45億円となる見込みです。
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2-8) 2020年度 通期予想 株主還元

9 9 15 21 25 28 28

10

9 9

15

29
29 28 26

28

126
52

39

453 427
215 247 210

288 323
594

719 711

580 477 470

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

(予想)

配当金(円)

営業利益(億円)

親会社の所有者に帰属する当期利益(億円)

18

54

30

18

5456

中間

期末

38

日本基準 ◀▶ IFRS

50

■期末は、長期安定的な配当を継続し(28円)、
連結業績などを総合的に勘案し決定

配当金および営業利益、当期利益の推移



スクリプト

◆次に、配当金でございますが、期末につきましては、

連結業績等などを総合的に勘案し、

長期安定的な配当継続の観点などから、

28円とさせていただく予定です。
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132

477

36

302

690

19年度
実績

20年度
上期実績

20年度
3Q実績

20年度
コロナ除き

成長戦略
予算

需要回復、
収益向上策
の加速

21年度
イメージ

25年度
経営計画

・台数増加
・収益向上
活動の成果
・一過性利益

20年度通期予想

470(3.7%)
(億円)

(3.5%)

(4.9%)

(0.7%)

(8.0%)

更なる
収益向上

営業利益

2025
経営計画目標

1000+α

(3.7%)

・台数減少
・諸経費増加
・一過性利益
の減少

20年度
4Q予想

【３Q実績】 諸経費の効率化に加え、日本・アジアなどでの挽回生産による台数増加
を含めた一過性要因もあり、四半期単位では過去最高の営業利益

【通期予想】 収益向上策を継続することにより、更に収益力を向上

【21年度】 2025経営計画目標に向けた成長戦略予算を確保しつつ、
更なる収益向上を目指すシナリオに沿って進捗中



スクリプト

◆最後に、当第3四半期決算を総括させていただきます。

◆当年第3四半期実績におきましては、諸経費の効率化に加え、

日本・アジアでの急激な台数増加を含めた一過性要因もあり、

四半期単位では過去最高の営業利益となりました。

◆一方、第４四半期は、第３四半期から台数が減少することに加え、

第３四半期の一過性利益が減少することや、諸経費が増加する見通しで

であることなどから、減益となる見通しですが、通期では、

全社を挙げた収益向上策を継続することで、更に収益力を向上させ、

コロナ影響除きの営業利益は690億円となる見通しです。

◆来期以降は、将来に向けた成長戦略予算を確保する一方で、

新しい働き方や、リーンな生産体制を基盤に、更なる収益向上策の加速を図り、

持続可能な成長を目指してまいります。

◆以上をもちまして、2020年度第3四半期の決算説明を

終了させていただきます。ありがとうございました。
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参考1）四半期推移 連結 台数・売上収益・営業利益・営業利益率

シート生産台数/売上収益

営業利益/営業利益率

(億円) (%)

日本基準◀▶ IFRS

2019年度 2020年度2017年度 2018年度

3,325 3,398 3,607 3,665 3,444 3,418 3,605 3,597 3,518 3,629 3,434 3,144 

2,120 

3,333 
3,782 3,565 

183 183 188 186 181 183 191 195 201 193 190
169

119 

183
206 198

0

110

220

0

4,000

8,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2019年度2017年度 2018年度 2020年度

162 156 176 
217 

143 135 158 144 147 
117 134 

78 

△140

176 302 
132 

4.9% 4.6% 4.9%
5.9%

4.2% 3.9% 4.4% 4.0% 4.2%
3.2% 3.9%

2.5%

△6.6%

5.3%
8.0%

3.7%

△200

0

200

400

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

(億円)
(万台)

売上収益

シート生産台数

営業利益

営業利益率



参考2）四半期推移 日本 台数・売上収益・営業利益・営業利益率

シート生産台数/売上収益

営業利益/営業利益率

2019年度 2020年度2017年度 2018年度

2019年度 2020年度2017年度 2018年度

1,713 1,773 
1,981 2,086 

1,840 1,984 2,003 2,063 1,904 
2,076 

1,846 1,856 

1,229 

1,813 
2,070 1,988 

75 76 
81 83 

73 73 
79 

90 
85 84 

79 79

50 

76 
85 82

0

50

100

0

2,000

4,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

31 39
58 64

8 0
31

△7

34
68

20

△19

△119

50

111

28

1.8%
2.2% 2.9% 3.1%

0.4% 0.0%
1.5%

△0.3%

1.8%
3.3%

1.1%

△1.1%
△9.7%

2.8%

5.4%

1.4%

△150

0

150

300

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

(万台)(億円)

(億円)



参考3) 四半期推移 北中南米 台数・売上収益・営業利益・営業利益率

34

11 18

51

28

137

△3

47

10
0

△15

13

△56

27 25
39

4.5% 1.6% 2.6%
7.1% 3.9%

21.7%

△0.5%

7.2%

1.4%
0.1%△2.4%

2.1%

△20.1%

3.9% 3.4%
5.1%

△75

0

75

150

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

シート生産台数/売上収益

営業利益/営業利益率

2019年度

2020年度

2017年度 2018年度

2019年度2017年度 2018年度

750 691 702 715 723 
630 664 651 724 727 653 624 
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709 752 760 

30 
28 29 29 30 

28 27 27 

34 
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12 
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34 

0

25
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0

1,000

2,000
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2020年度
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(億円) 移転価格税制調整金の影響
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△2.0%
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参考4)  四半期推移 ｱｼﾞｱ・ｵｾｱﾆｱ 台数・売上収益・営業利益・営業利益率

シート生産台数/売上収益

営業利益/営業利益率

2020年度2017年度 2018年度

2019年度2017年度 2018年度
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参考5)  四半期推移 欧州・ｱﾌﾘｶ 台数・売上収益・営業利益・営業利益率
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＜注意事項＞

本資料に記載されている将来に関する業績予想は、現時点で入手可能な情報に

基づき当社が判断した予想値であり、不確実性やリスクを含んでおります。

そのため実際の結果は様々な要因によって業績予想と異なる可能性があります。


